
平成29年10月27日

双方向での情報共有を目指し懇談会を開催しました

●参加者

・基幹教育センター

巨海センター長・中村（文）教授・酒見助教・御厨特任助教

諏訪辺講師・荒川

・学生相談室

渋谷先生・中島先生

基幹教育センターでは、授業や学修に不安を持つ学生の支援を行っています。
平成29年度も前期で約400名（のべ）の利用がありました。学習指導をするなかでは、勉強
のみならず生活や交友関係での悩みを聞くこともあります。今回は、多様な支援を必要とす
る学生へのよりよいサポート体制づくりを目指して、相談室カウンセラーの先生方と懇談会
を行いました。

基幹教育センター主催

学生相談室懇談会

懇談内容

様々な学習履歴を持ち、学びへの姿勢（熱意・積極性）も多様である学生への対応はいか
にあるべきか

学生の悩みや不安の背景を考える

励ますのか寄り添うのか、その学生に適した接し方を心掛ける

勉強や生活で悩みを抱えた学生の「居場所」としての在り方

学生への最適なサポートのために、相互の情報を共有し、必要であれば互いに紹介する


